
今年の中秋の名月は9月 14日（日）。旧暦（太陰太陽暦）の8月15日にあたります。でも満月は14日では

なく15日です。だいたい3年から5年間隔で旧暦の15日と満月の日付が異なります。 

これは、旧暦の1日（ついたち）の決め方の問題で、月齢の平均は14日となります。しかし、実際の新月から

満月までの平均日数は約14.76日で、0.76日分だけ長くなります。また、月の軌道が円でないことで新月から

満月までの日数は変化します。このような理由が絡み合って一致しないことがよくおこり

ます。 

でも、まあそんなことはさておき、中秋と満月と 2 日間もお月見が楽しめると思えば、何

だか得をしたような気になりませんか。 

オリンピック開催中は、テレビにクギ付けだった方も、今年はお芋やお団子をお供えして、

チョット月を眺めてみませんか。 

秋来ぬと目にはさやかに見えねども 風の音にぞおどろかれぬる（古今和歌集：秋歌上 169、藤原敏行） 

記録的な猛暑に見舞われた平成 20 年の夏も、お盆を過ぎたあたりから急に凌ぎやすくなりました。蝉の鳴声

から、秋の虫の音に変わりつつあります。 

急激な温度変化は、体調を崩すもとになります。朝夕の涼しさには何か1枚羽織るものを準備しましょう。 

 

風といえば、これからのシ－ズン最も気になるのが台風。 

日本では、古くは野分（のわき・のわけ：野の草を吹き分けていくところから）と呼ばれ、平安時

代の書物の中にその名を見ることができます。 

名前の由来には諸説あるらしく 

 1.ギリシャ神話に登場する恐ろしく巨大な怪物テュポン（τυψων、Ｔｙｐｈｏｏｎ）に由来する「typhoon」

から「颱風」となった 

 2.アラビア語で、嵐を意味する「tufan」が東洋に伝わり、「颱風」となった。また、英語では「typhoon」

（タイフーン）となった 

という二説が有力だそうです。 

台風の来襲する確率の高い日として、二百十日・二百二十日は今でもよくいわれますが、伊勢暦（1656 年）に

掲載されているということですので、古くから実用性を考えて暦の雑節として使われていたようです。 

台風は、強さ（最大風速：10 分間平均 17.2m/ｓ以上）と大きさ（強風域：風速 15m/ｓ以上の半径）で分

類されます。以前は「小型で弱い台風」というような表現がされていましたが、危険性を過小評価した人が災

害に遭うおそれがあるということで、気象庁は 2000 年 6 月 1 日からは「弱い」・「並の」といった表現を削

除し、単に「台風」と表現され、「強い」・「大型」以上の表現は従来通りとしました。 

台風の上陸は 8 月～9月がピークですが、1990 年の台風 28 号は、11 月 30 日に紀伊半島に上陸したとい

う記録があります。 

強風（暴風）・高潮・高波、大雨による洪水・浸水・土砂崩れなどの被害にはくれぐれもご注意下さい。 

中秋の名月 
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 台風（颱風） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


